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　計画を作ったからといって、必ず新し
いことを始めなければならないわけでは

ありません。むしろ、今地域で行われている活
動を大切にしながら、それを続けやすくするた
めの仕組みを考えるのが目的です。計画は“こ
れまでの取組を見える化し、みんなで共有
する地図”のようなもの。また、新しい負担を
増やすためではなく、今ある活動を応援し、必
要なところを少しずつ改善するためのものなん
です。
　既存の活動で充足しているなら、それを計画
に載せることで『この活動は地域の力として大
切にされている』と確認できます。
　また、今は課題がなくても、少子高齢化や災
害など、将来の変化に備えるために“方向性を示
す地図”として計画が必要なんです。

一見福祉と関係ないと思える活動も、
実は地域福祉保健計画につながっている

んですよ。たとえば、清掃活動や夏祭り、防災
訓練が人と人が顔を合わせるきっかけになり、
見守りや助けあいにつながります。平時からの
つながりが、いざという時に不安をやわらげる
大きな力になります。
　このように、こうした活動は、地域の“つなが
り”を強くする大切な要素で、計画の目指す『支
えあうまち』に直結しています。つまり、計画
は“福祉に関することだけ”ではなく、“地域の暮
らしを守るすべての活動”を応援するものなん
です。

『支えあい』は確かに自然に生まれるもの
です。他者から無理に押し付けても、本当

の共感や自発的な行動にはつながりません。
　だからこそ、地区別計画は“上から決めるもの”
ではなく、地域の声を集めて、みんなで考えた
方向性をまとめたものです。
　計画として形にすることで、計画を見た人が

「こんな活動があるなら参加したい」と思い、協
力者が増えるきっかけになります。
　活動が「個人の思いや頑張り」だけでなく「地
域の仕組み」として残りやすくなります。

計画は「地域の地図」。活動が見える化される
ことで、他の団体や住民との連携がしやすくな
ります。

つまり、計画は“自然な支えあいを広げるため
のサポート役”であり、地域の思いを大切にしな
がら、みんなで進むための“地図”なんですよ。

計画というと“数字で達成度を評価する”
イメージがありますが、地域福祉保健計画、

特に地区別計画では必ずしもそうではありません。
『誰もが安心して暮らせる地域』という目標は、数
字で完全に測るのは難しいですよね。それはこの
計画は“地域の方向性を示すもの”だからです。そ
のため、評価の方法も、数字だけにこだわる必要
はありません。大切なのは“地域でどんな変化が起
きているか”をみんなで感じることです。
　たとえば、『あいさつを毎日する』『顔見知り
が増えた』といった変化も立派な成果です。数
字だけで評価するのではなく、地域の声やエピ
ソードを大切にしながら、少しずつ良くしてい
くのが目的です。

計画が策定されると、新しいことを
やらなくてはいけないのでしょうか？
すでに取り組んでいる活動もあり負担
に感じています。

自治会町内会で清掃活動や夏祭りの企画
など、地域の活動に参加しています。
でも地域福祉保健計画は、“福祉のこと”
だから自分の活動とは関係ないですよね？

「支えあい」や「つながり」って日々の生活
の中で自然に芽生えるんじゃないかな。
計画っていわれると上から押し付けられ
ているような気がしてしまって・・

計画というからには、数値目標があっ
て、達成できたかどうか評価してい
く必要があるのでしょうか？

地域福祉保健計画では「プロセスゴール」とい
う考え方が大切です。
目標達成（ゴール）だけでは見えてこない、
途中の過程（プロセス）で「どうやって協力者を

増やしていったのか」「どういう風によくなっていったの
か」などということを関わった人たちが実感することがで
きれば、仮に目標達成ができていなくても十分に意味の
ある大切な取組なんですよ。

コラム

誰もが「自分らしく」いられる栄区へ
かつて子どもだった私たちが、地域の温もりに包まれて育ったように̶

今度はその温もりを、次の世代へと手渡していく番です。
障害がある人も、高齢者も、子育て中の親も、子どもたちも…

誰もが「特別」ではなく「当たり前」にそこにいて、笑いあえる場所。
それは、誰かが用意するものではなく、私たち一人ひとりの思いやりで育まれるもの。

あいさつが交わされるだけで、まちは少し明るくなる。
見守る目があるだけで、誰かの孤独が少し和らぐ。

そして、一人ひとりのほんの少しの「できること」が、誰かの支えになる。
時代が変わっても、心のつながりは変わらない。
デジタルの力も借りながら、世代や文化を越えて、

「ここにいてよかった」と思える地域を、日々 の幸せの積み重ねを
みんなでつくっていきましょう。
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